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１．次の通信路行列 1Tで定められる通信路について考える。 
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から生成される記号を上の通信路で
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が得られたとする。このとき、以下の問に答えよ。 
(1)の通信路の通信路線図 1D を描け。 

(2)各受信記号の受信確率 ( ) ( ) ( ), ,P a P b P c を求めよ。 

(3) 1
2

q = のとき、伝送される情報量 ( ; )I A B を確率 pを用いた式 ( )I p として求めよ。 

(4) 1
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q = のとき、 ( )I p の最大値 maxI および、その時の pの値を求めよ。 
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を求めよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（裏へ続く） 



2. 次の通信路線図 2D で定められる通信路について考える。 

 
ここで、 ep は“隣”の記号へ誤る確率であり、0 1ep≤ ≤ を満たす。 
(1)この通信路の通信路行列 2T を求めよ。 
(2)この通信路の通信路容量 2C を求めよ。 
 
 
 
 
 
 


